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Ⅰ 労働災害発生状況の推移
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17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

(2) (1) (2) (3) (2) (1) (3) (1) (3)

233 257 256 251 215 200 209 225 208 203

(1) (1) (1)

40 39 45 49 47 34 49 59 45 54

(1) (1) (1) (1) (1)

44 68 59 59 32 49 39 46 39 43

(1) (1)

41 58 44 44 51 26 40 32 44 33

25 22 28 23 22 26 13 24 17 17

(1)

15 17 14 8 7 13 17 8 8 8

(1) (1) (1) (1) (3)

68 53 66 68 56 52 51 56 55 48

(1) (1) (1) (1)

6 8 5 0 2 3 3 3 5 6

(5) (10) (7) (6) (5) (6) (3) (2) (13) (5)

290 333 242 238 228 209 224 236 229 248

(5) (7) (3) (2) (2) (3) (2) (1) (9) (1)

95 87 63 74 80 59 58 73 85 68

(3) (3) (2) (3) (2) (3) (3)

171 222 161 147 131 128 150 145 123 154

(1) (2) (1) (1) (1) (1) (1)

24 24 18 17 17 22 16 18 21 26

(3) (2) (2) (2) (1) (2) (1) (1)

75 96 104 96 87 106 96 94 78 100

(2) (2) (2) (1) (2) (1) (1)

63 80 88 73 72 88 81 68 66 83

5 0 0 3 1 3 1 0 2 1

(3) (2) (3) (1) (1) (3) (3)

39 44 43 44 42 65 53 42 38 38

(1) (2) (2) (2) (4) (1) (1)

153 151 163 157 139 167 176 186 160 156

(1) (1) (2) (2) (3)

119 119 140 124 116 143 147 158 133 128

64 74 61 68 87 93 100 95 96 110

31 33 33 44 59 69 80 68 76 82

(1) (2)

56 49 67 69 49 51 43 58 55 44

18 17 27 21 16 25 19 25 25 12

(1) (1) (1)

41 41 44 41 26 36 45 50 46 35

(1) (2) (2) (3)

80 92 102 83 88 96 85 90 89 78

(17) (20) (14) (14) (11) (13) (13) (9) (22) (8)

1,042 1,145 1,087 1,050 964 1,029 1,035 1,079 1,006 1,019

※労働者死傷病報告（休業4日以上）を集計したもの。(  ）内は死亡者数で内数。

社 会 福 祉 施 設

小 売 業

　２   業種別発生状況 

清 掃 ・ と 畜 業

全業種合計

貨 物 取 扱 業

林 業

接 客 娯 楽 業

商 業

上 記 以 外 の 事 業

土 木 工 事 業

運 輸 交 通 業

                              年　　　別
   業　　　種

食 料 品 製 造 業

鉄鋼・非鉄・金属製品製造
業

鉱 業 （ 鉱 安 法 適 用 除 く ）

建 設 業

飲 食 業

道 路 貨 物 運 送 業

そ の 他 の 建 設 業

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業

電 気 機 械 器 具 製 造 業

保 健 衛 生 業

一般・輸送用機械器具製造
業

上 記 以 外 の 製 造 業

建 築 工 事 業

製 造 業
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２５年の結果 ２６年の結果 ２７年 ２８年 ２９年

計
画
の
目
標
件
数

減
少
目
標
件
数

(

２
４
年
比

)

減
少
目
標
率
%

目
標
件
数

発
生
件
数

対
当
年
目
標
増
減

当
年
目
標
達
成
率
%

発
生
件
数

目
標
件
数

対
当
年
目
標
増
減

当
年
目
標
達
成
率
%

目
標
件
数

目
標
件
数

目
標
件
数

1～17　全業種合計 1079 912 167 15.5% 1041 1006 -35 103.5% 1019 1007 12 98.8% 975 940 912

1 225 194 31 13.8% 216 208 -8 103.8% 203 210 -7 103.4% 204 198 194

59 50 9 15.3% 55 45 -10 122.2% 54 53 1 98.1% 52 51 50

46 40 6 13.0% 45 39 -6 115.4% 43 44 -1 102.3% 41 40 40

32 27 5 15.6% 30 44 14 68.2% 33 29 4 87.9% 29 29 27

24 19 5 20.8% 24 17 -7 141.2% 17 23 -6 135.3% 21 19 19

8 8 0 0.0% 8 8 0 100.0% 8 8 0 100.0% 8 8 8

56 50 6 10.7% 54 55 1 98.2% 48 53 -5 110.4% 53 51 50

2 3 2 1 33.3% 2 5 3 40.0% 6 2 4 33.3% 2 2 2

3 236 201 35 14.8% 226 229 3 98.7% 248 220 28 88.7% 215 208 201

73 62 11 15.1% 69 85 16 81.2% 68 68 0 100.0% 67 63 62

145 123 22 15.2% 138 123 -15 112.2% 154 135 19 87.7% 131 128 123

鉄骨造建築工事業 17 15 2 11.8% 17 21 4 81.0% 24 17 7 70.8% 15 15 15

木造家屋建築工事業 78 64 14 17.9% 74 66 -8 112.1% 91 73 18 80.2% 69 66 64

18 16 2 11.1% 19 21 2 90.5% 26 17 9 65.4% 17 17 16

4 94 82 12 12.8% 90 78 -12 115.4% 100 88 12 88.0% 86 84 82

68 59 9 13.2% 65 66 1 98.5% 83 64 19 77.1% 63 62 59

5 0 0 0 0.0% 0 2 2 0.0% 1 0 1 - 0 0 0

6-2 42 34 8 19.0% 42 38 -4 110.5% 38 40 -2 105.3% 39 35 34

8 186 153 33 17.7% 178 160 -18 111.3% 156 171 -15 109.6% 165 158 153

158 124 34 21.5% 152 133 -19 114.3% 128 146 -18 114.1% 126 125 124

13 95 82 13 13.7% 93 96 3 96.9% 110 89 21 80.9% 85 83 82

68 58 10 14.7% 65 76 11 85.5% 82 63 19 76.8% 61 60 58

14 58 47 11 19.0% 56 55 -1 101.8% 44 54 -10 122.7% 51 49 47

25 18 7 28.0% 23 25 2 92.0% 12 22 -10 183.3% 13 13 18

15 50 42 8 16.0% 49 46 -3 106.5% 35 47 -12 134.3% 45 44 42

90 75 15 16.7% 89 89 0 100.0% 78 86 -8 110.3% 83 79 75

※ 労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。

※ 建築工事業には”その他の建築工事業”も含まれること.。

平
成
2
4
年
の
発
生
件
数

第12次災防計画


製造業

食料品製造業

木材・木製品製造業

鉄鋼・非鉄・金属製品製造業

一般・輸送用機械器具製造業

電気機械器具製造業

貨物取扱業

林業

商業

保健衛生業

上記以外の製造業

鉱業（鉱安法適用を除く）

建設業

土木工事業

建築工事業

その他の建設業

Ⅱ　　第１2次労働災害防止計画

1　計画推進状況（平成２５年～平成２９年）

接客娯楽業

清掃・と畜業

上記以外の事業
6-1,7,9～12,16,17

小売業

社会福祉施設

飲食業

運輸交通業

道路貨物運送業
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１　監督署別・業種別発生状況

死 死 死 件 百分率 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死 死

号

別 亡 亡 亡 数 （％） 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡 亡

1～
17 9 1079 22 1006 8 1019 13 1.3 4 367 1 366 3 96 98 1 186 5 200 3 124 148 3 129 2 110 8 104 97

1 1 225 3 208 203 -5 -2.4 68 66 1 30 27 35 42 1 26 27 30 22 1 19 19
1 59 1 45 54 9 20.0 18 26 1 2 9 9 1 6 10 9 4 2 3

46 1 39 43 4 10.3 5 11 1 13 10 10 11 1 4 5 7 5
32 1 44 33 -11 -25.0 20 17 5 3 7 6 4 5 4 1 3 3
24 17 17 0 0.0 4 1 1 1 2 3 6 6 2 1 2 5
8 8 8 0 0.0 2 1 1 2 1 4 5

56 55 48 -7 -12.7 19 10 10 11 7 13 8 5 8 6 3 3
2 3 1 5 1 6 1 20.0 2 1 1 3 1 1 4
3 2 236 13 229 5 248 19 8.3 2 67 1 78 2 23 20 40 2 45 1 40 49 1 28 2 28 7 31 28

1 73 9 85 1 68 -17 -20.0 23 25 2 12 6 11 11 17 11 7 1 7 7 15 8

145 3 123 3 154 31 25.2 2 40 1 44 9 11 23 1 30 1 19 35 19 1 19 13 15
鉄骨･鉄筋家屋建築 17 2 21 1 24 3 14.3 1 4 1 7 1 1 4 2 1 7 8 4 3 1 3
木 造 家 屋 建 築 78 1 66 2 91 25 37.9 1 15 23 6 10 11 1 17 10 24 14 1 11 10 6

1 18 1 21 1 26 5 23.8 4 9 2 3 6 1 4 4 3 1 2 2 3 5

1 94 1 78 100 22 28.2 1 38 47 10 9 14 21 7 12 4 6 5 5

1 68 1 66 83 17 25.8 1 36 37 8 8 9 19 6 11 2 4 5 4
5 2 1 -1 1 2

6-2 3 42 3 38 38 0 0.0 1 2 4 2 5 1 11 9 8 5 1 8 6 7 9
8 186 1 160 1 156 -4 -2.5 65 67 14 12 27 1 24 1 14 17 22 24 18 12

小 売 業 158 133 1 128 -5 -3.8 52 54 14 11 20 1 16 11 15 18 23 18 9
13 95 96 110 14 14.6 36 42 7 12 26 28 10 10 10 8 7 10

68 76 82 6 7.9 30 31 5 6 22 25 8 6 6 6 5 8
14 2 58 55 44 -11 -20.0 29 20 3 5 7 7 5 4 4 5 7 3

25 25 12 -13 -52.0 15 6 2 1 2 3 2 2 4
15 50 46 1 35 -11 -23.9 21 17 3 3 7 1 4 5 4 6 3 4 4

90 89 78 -11 -12.4 41 24 4 3 16 17 9 19 13 8 6 7

24年 25年
           年  別 大   曲   署

前年増減
秋   田   署

26年

能   代   署 本   荘   署

26年 25年25年25年

大   館   署 横   手   署

上　記 以 外 の 事 業
6-1､7､ 9～12､16､17

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

運 輸 交 通 業

貨 物 取 扱 業

林 業

商 業

接 客 娯 楽 業

保 健 衛 生 業

そ の 他 の 建 設 業

建 設 業

上 記 以 外 の 製 造 業

清 掃 ・ と 畜 業

道 路 貨 物 運 送 業

鉱業(鉱安法適用を除く)

飲 食 店

社 会 福 祉 施 設

一般・輸送用機械器具製造業

食 料 品 製 造 業

木材・木製品製造業

鉄鋼･非鉄･金属製品製造業

業 種 別

災 害 別 

全 業 種 合 計

休業４
日以上

労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。死亡は内数。

4

電気機械器具製造業

休業４
日以上

26年 25年

休業４
日以上

休業４
日以上

休業４
日以上

製 造 業

休業４
日以上

休業４
日以上

休業４
日以上

休業４
日以上

26年

休業４
日以上

休業４
日以上

休業４
日以上

Ⅲ   平成26年の労働災害発生状況　

休業４
日以上

26年26年 25年 26年 25年

休業４
日以上

休業４
日以上
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製造業

203人

19.9%

建設業

248人

24.3%

商業 156人

15.3%

運輸交通業

100人 9.8%

保健衛生業

110人 10.8%

林業 38人

3.7%

その他

164人

16.1%

２ 平成26年 業種別発生状況（休業4日以上の死傷者数）

死傷者
1,019人

建設業

5人 62.5%鉱業 1人

12.5%

商業 1人

12.5%

清掃・と畜

1人 12.5%

３ 平成26年 業種別発生状況（死亡者数）

死亡者
8人

0

20

40

60

80

100

120

140

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成26年 118 90 76 72 70 87 84 71 81 94 74 102

平成25年 126 104 80 80 66 73 69 65 74 87 99 83

平成24年 120 126 77 62 90 84 66 84 84 84 89 113

４ 月別発生状況（平成24年～平成26年）

(人)

4日以上

2週間未満

227人 22.3%

2週間以上

1月未満

276人 27.1%

1月以上

3月未満

406人 39.8%

3月以上

6月未満

96人 9.4%

6月以上

6人 0.6%

死亡

8人 0.8%

５ 平成26年 災害程度別発生状況

死傷者
1,019人
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～19歳

13人 1.3%

20～29歳

119人 11.7%

40～49歳

187人 18.4%

30～39歳

183人 18.0%

50～59歳

293人 28.8%

60歳以上

224人 22.0%

６ 平成26年 年齢別発生状況

死傷者

1,019人

～9人規模

283人 38.5%

10人～29人

規模

300人 29.4%

30人～49人

規模

159人 15.6%

50人～99人

規模

127人 12.5%

100人～299人

規模

118人 11.6%

300人以上 規模

32人 3.1%

７ 平成26年 事業場規模別発生状況

死傷者
1,019人

墜落・転落

220人 21.6%

転倒

224人 22.0%

はさまれ

・巻き込まれ

114人 11.2%
動作の反動・無

理な動作

101人 9.9%

切れ・こすれ

99 人 9.7%

その他 等

261人 25.6%

８ 平成26年 事故の型別発生状況

死傷者
1,019人

仮設物

・建築物等

311人 30.5%

動力運搬機

98人 9.6%環境等

73人

7.2%

用具

86人

8.4%
材料

66人 6.5%

その他等

385人 37.8%

９ 平成26年 起因物別発生状況

死傷者
1,019人

-7-



10  平成26年 事故の型別・業種別発生状況

26 41 8 8 5 11 47 30 7 1 2 16 1 203

5 12 3 1 11 9 4 1 7 1 54

6 5 1 3 1 6 10 11 43

8 5 2 3 2 3 4 1 2 3 33

2 2 1 3 5 1 3 17

3 3 1 1 8

5 14 2 1 2 1 16 3 1 1 2 48

2 1 1 (1) 2 6 (1)

97 (3) 20 9 17 (1) 17 (1) 16 20 31 1 1 1 7 10 1 248 (5)

17 7 4 5 5 (1) 7 9 8 1 4 1 68 (1)

72 (2) 11 5 9 (1) 11 8 9 18 1 3 7 154 (3)

10 (1) 4 2 2 1 3 2 24 (1)

48 (1) 6 3 5 (1) 4 3 4 13 1 1 3 91 (2)

8 (1) 2 3 1 1 2 5 1 3 26 (1)

32 18 4 2 1 8 17 2 1 1 4 9 1 100

31 10 4 2 1 8 15 2 1 3 6 83

1 1

3 2 1 1 3 12 2 11 1 2 38

23 53 5 11 (1) 4 5 7 15 5 13 15 156 (1)

20 51 2 8 (1) 3 5 5 12 4 6 12 128 (1)

5 38 10 4 1 3 4 2 1 5 36 1 110

3 25 8 4 1 4 1 1 4 30 1 82

8 20 2 1 1 1 6 1 1 3 44

7 4 1 12

8 (1) 6 1 8 1 2 1 1 7 35 (1)

15 25 3 2 6 6 2 13 4 1 1 78

220 (4) 224 43 44 (2) 35 (2) 61 114 99 2 18 1 1 1 1 46 101 7 1 1019 (8)

　（注）　　労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。（　）は死亡内数。

4 5 6

業 種   事故の型

1 2 3

墜
落
・
転
落

転
　
　
倒

99

合
　
　
　
　
　
計

15 1613 149 10 11 12 17 187 8

お
ぼ
れ

高
温
・
低
温
の
物
と
の
接
触

有
害
物
等
と
の
接
触

爆
　
　
発

破
　
　
裂

火
　
　
災

19 90

建 設 業

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作

そ
の
他

分
類
不
能

製 造 業

食料品製造業

木材・木製品・家具・装備品製造業

感
　
　
電

交
通
事
故
（
道
路
）

交
通
事
故
（
そ
の
他
）

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ

切
れ
・
こ
す
れ

踏
み
抜
き

鉄鋼・非鉄・金属製品製造業

激
　
　
突

飛
来
・
落
下

崩
壊
・
倒
壊

激
突
さ
れ

一般・輸送用機械器具製造業

電気機械器具製造業

その他の製造業

鉱業（鉱安法適用除く）

保 健 衛 生 業

土木工事業

建築工事業

鉄骨・鉄筋家屋建築

木造家屋建築

その他の建設業

運 輸 交 通 業

道路貨物運送業

貨 物 取 扱 業

林 業

商 業

小 売 業

社 会 福 祉 施 設

接 客 娯 楽 業

飲 食 店

清 掃 ・ と 畜 業

上 記 以 外 の 事 業

合 計
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11  平成26年　起因物別・業種別発生状況

2 15 3 10 24 2 17 3 1 1 1 11 9 5 49 2 19 11 8 10 203

13 2 1 7 4 2 13 1 3 3 5 54

15 7 1 7 7 3 3 43

4 2 3 1 1 1 2 7 8 3 1 33

3 2 1 2 1 4 1 1 2 17

2 1 1 3 1 8

3 2 8 5 2 2 2 1 15 1 3 1 1 2 48

1 1 2 1 1 (1) 6 (1)

1 7 12 10 8 12 (2) 17 4 2 15 30 2 82 (2) 28 2 11 (1) 5 248 (5)

4 9 2 5 2 9 2 2 6 10 8 1 8 (1) 68 (1)

3 2 6 2 8 (1) 8 2 1 11 20 1 64 (2) 17 1 3 5 154 (3)

2 1 1 3 2 3 7 (1) 3 1 1 24 (1)

1 4 1 4 (1) 3 7 14 1 43 (1) 10 1 2 91 (2)

1 1 2 1 2 (1) 1 2 4 1 8 3 26 (1)

1 1 4 41 4 3 7 1 20 2 5 5 1 5 100

1 1 4 41 1 3 7 1 12 2 5 2 3 83

1 1

9 1 1 1 2 1 2 1 1 19 1 38

1 1 5 1 11 12 1 16 18 8 52 (1) 2 5 10 7 6 156 (1)

4 4 9 1 14 17 7 49 (1) 1 3 8 7 4 128 (1)

1 1 2 7 3 6 3 47 3 11 26 110

1 1 1 4 2 6 2 33 1 11 20 82

2 2 5 4 22 3 2 1 3 44

2 2 6 2 12

2 6 1 1 4 10 (1) 1 4 1 1 4 35 (1)

1 1 4 15 1 4 6 1 26 1 3 9 1 5 78

3 34 20 23 41 20 (2) 98 48 2 1 1 3 57 86 24 311 (4) 5 66 34 73 (2) 5 64 1019 (8)

(注）労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。( )は死亡内数。

飲 食 店

その他

71 91 92
材
料

炉
・
窯
等

電
気
設
備

人
力
機
械
工
具
等

用
具

そ
の
他
の
装
置
・
設
備

化
学
設
備

溶
接
装
置

木
材
加
工
用
機
械

金
属
加
工
用
機
械

動力機械

そ
の
他
の
起
因
物

起
因
物
な
し

荷 環境等

動
力
運
搬
機

15 5131

合
　
　
　
　
計

分
類
不
能

荷 環
境
等

仮
設
物
・
建
築
物
等

危
険
物
・
有
害
物
等

3932 99

物質材料

35 52 61

仮設物等

23

物上げ装置運搬機械 その他の装置等

33 413634 37
乗
物

圧
力
容
器

動
力
伝
導
機
構

製 造 業

電気機械器具製造業

起因物

一般・輸送用機械器具製造業

12
原
動
機

2214

食料品製造業

木材・木製品製造業

建
設
機
械
等

鉄鋼・非鉄 ・金属製品製造業

一
般
動
力
機
械

13 16 21

小 売 業

11

建築工事業

鉱業（鉱安法適用除く）

その他の製造業

動
力
ク
レ
ー
ン
等

業　種

合　　　　　　　　　　　　計

建 設 業

商 業

保 健 衛 生 業

鉄筋・鉄骨家屋建築

木造家屋建築

上 記 以 外 の 事 業

林 業

その他の建設業

道路貨物運送業

清 掃 ・ と 畜 業

土木工事業

貨 物 取 扱 業

社 会 福 祉 施 設

接 客 娯 楽 業

運 輸 交 通 業
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 12  平成26年 事故の型別・起因物別発生状況　

11

12 2 1 3

13 2 1 5 26 34

14 2 1 1 6 9 1 20

15 1 4 6 10 1 1 23

16 1 2 23 14 1 41

21 3 (1) 2 (1) 1 5 9 20 (2)

22 38 3 7 9 30 1 9 1 98

23 1 2 2 1 1 5 35 1 48

31 1 1 2

32

33 1 1

34 1 1

35 1 1 1 3

36 5 2 4 3 4 3 33 3 57

37 63 5 3 6 2 2 3 1 1 86

38 3 7 2 2 1 3 1 1 2 1 1 24

仮設物、建築
物、構築物等

41 93 (3) 168 16 1 (1) 3 1 2 3 2 1 1 20 311 (4)

51 3 1 1 5

52 2 7 4 18 11 5 7 8 2 2 66

荷 61 6 5 2 4 3 5 6 1 2 34

環境等 71 8 22 1 2 10 (2) 11 3 3 8 5 73 (2)

91 1 1 1 1 1 5

92 1 61 1 1 64

99

220 (4) 224 43 44 (2) 35 (2) 61 114 99 2 18 1 1 1 1 46 101 7 1 1019 (8)

　（注）　 　労働者死傷病報告（休業４日以上）を集計したもの。（　）は死亡内数。

合 計

荷

環境等

その他

その他の起因物

起因物なし

分類不能

人力機械工具等

用具

その他の装置、設備

仮設物、建築物、構築物等

物質、材料
危険物、有害物等

材料

物上げ装
置、運搬機

械

動力クレーン等

動力運搬機

乗物

その他の装
置等

圧力容器

化学設備

溶接装置

炉、窯等

電気設備

分
類
不
能

動力機械

原動機

動力伝導機構

木材加工用機械

建設用機械等

金属加工用機械

一般動力機械

高
温
・
低
温
の
物
と
の
接
触

有
害
物
等
と
の
接
触

感
　
　
電

爆
　
　
発

破
　
　
裂

火
　
　
災

崩
壊
・
倒
壊

激
突
さ
れ

は
さ
ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ

切
れ
・
こ
す
れ

踏
み
抜
き

お
ぼ
れ

17 18 19 90 99

合
　
　
　
　
　
計

交
通
事
故
（
道
路
）

交
通
事
故
（
そ
の
他
）

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作

そ
の
他

11 12 13 14 15 165 6 7 8 9 10

起因物別 事故の型

1 2 3 4

墜
落
・
転
落

転
　
　
倒

激
　
　
突

飛
来
・
落
下
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   13  平成26年　製造業の労働災害発生状況   14  平成26年　建設業の労働災害発生状況

はさまれ・巻き

込まれ

23.2%

転倒

20.2%

切れ・こすれ

14.8%

墜落・転落

12.8%

動作の反動・

無理な動作

7.9%

飛来・落下

3.9%

その他等

17.2%
事故の型別

203人

仮設物・建築

物等

24.1%

一般動力機械

11.8%

材料

9.4%

動力運搬機

8.4%

木材加工用

機械

7.4%

人力機械工具

等

5.4%

その他等

33.5%

起因物別

203人

墜落・転落

39.1%

切れ・こすれ

12.5%
はさまれ・巻き込

まれ

8.1%

転倒

8.1%

飛来・落下

6.9%

崩壊・倒壊

6.9%

激突

3.6%

その他等

14.9%

事故の型別

248人

仮設物・建築物

等33.1%

用具

12.1%

材料

11.3%

動力運搬機

6.9%

人力機械工具

等

6.0%

その他等

30.6%

起因物別

248人
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　15  平成26年　運輸交通業の労働災害発生状況 16  平成26年　林業の労働災害発生状況

墜落・転落

32.0%

転倒

18.0%

はさまれ・巻き

込まれ

17.0%

動作の反動・

無理な動作

9.0%

激突

8.0%

交通事故（道

路）

4.0%

その他等

12.0%

事故の型別

100人

動力運搬機

41.0%

仮設物・建築

物等

20.0%

用具

7.0%

荷

5.0%

環境等

5.0%

動力クレーン

等

4.0%

その他等

18.0%

起因物別

100人

激突され

31.6%

崩壊・倒壊

7.9%

墜落・転落

7.9%

その他等

23.7%

事故の型別

38人

切れ・こすれ
28.9%

環境等

50.0%

木材加工用機

械

23.7%

人力機械工具

等

5.3%

仮設物・建築

物等

5.3%

その他等

15.8%

起因物別

38人
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　17  平成26年　商業の労働災害発生状況 18  平成26年　保健衛生業の労働災害発生状況

仮設物・建築

物等

42.7%

環境等

10.0%
乗物

6.4%

用具

5.5%

材料

2.7%

その他等

32.7%

起因物別

110人

仮設物・建築

物等

33.3%

用具

11.5%

人力機械工具

等 10.3%
乗物

7.7%

動力機械

7.1%

荷

6.4%

その他等

23.7%

起因物別

156人

転倒

34.0%

墜落・転落

14.7%切れ・こすれ

9.6%

動作の反動・無

理な動作

9.6%

交通事故（道

路）

8.3%

飛来・落下

7.1%

その他等

16.7%

事故の型別

１56人

転倒

34.5%

動作の反動・

無理な動作

32.7%

激突

9.1%

墜落・転落

4.5%

その他等

19.1%
事故の型別

110人
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17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

総計 57 66 88 62 73 66 70 75 61 46

うち死亡 5 8 3 3 3 4 4 1 5 0

0
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20
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10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

19  交通労働災害発生状況（年別・平成17年～26年）

(人) (人)

商業

28.3%

保健衛生業

10.9%

運輸交通業

8.7%

鉱業

0.0%

映画・演劇業

0.0%
通信業

0.0%

その他の事業

28.3%

交通労働災害発生状況（業種別・平成26年）

商業

28.3%

保健衛生業

10.9%

運輸交通業

8.7%

建設業

15.2%製造業

4.3%

接客・娯楽業

2.2%

清掃・と畜業

2.2%

その他の事業

28.3%

交通労働災害発生状況（業種別・平成26年）

清掃・と畜 46人
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20 平成 26年 死亡災害発生事例 

No 
署

別 

発生 

月 
業種名 

年  齢 

経  験 

（○年以上   

○年未満） 

事故の型 起因物        発  生  状  況 

1 
大

館 
2月 

採石業 

（2-2-1） 

50歳代 

（10年～ 

   20年） 

崩壊、倒壊 地山、岩石 

 階段採掘法による採石現場で、３段目の階段で発破した

岩石をドラグショベル（機体重量25ｔ）により落とす作業

中に、３段目上部の岩石が崩落、その崩落によりドラグシ

ョベルとともに43.7ｍ下まで転落し、運転席から投げ出さ

れて被災した。 

2 
大

館 
7月 

その他の廃

棄物処理業 

（15-1-3） 

60歳代 

（５年～ 

10年） 

墜落、転落 
建築物、 

構築物 

被災者は集水槽（深さ 5.5ｍ）の脇にある電動ポンプの

操作盤を操作し、集水槽の水を下水道に圧送作業中、集水

槽の蓋（鉄板２枚）のうち１枚を外した開口部（１ｍ×0.6

ｍ）から集水槽内（水位：４ｍ）に墜落し被災した。 

3 
大

曲 
8月 

木造家屋 

建築工事業 

（3-2-2） 

70歳代 

（10年～ 

20年） 

飛来、落下 
その他の動力

クレーン等 

高さ約 45ｍの山林の斜面上部に設置されている祠を修

理するため、祠の柱と斜面下の栗の木の２箇所に滑車を取

付け、滑車に張られたトラロープを軽トラックで牽引し

て、材料を斜面上部に引きずり上げる作業中、栗の木に取

付けていた滑車の台付けロープ（直径：９ｍｍ）が破断し、

牽引ロープの内角側にいた被災者に滑車（重さ 450ｇ、直

径５ｃｍ）が飛来、頭部に当たり被災した。 

4 
大

曲 
9月 

道路建設 

工事業 

（3-1-6） 

50歳代 

(20年～) 
崩壊、倒壊 地山、岩石 

林道改良工事において、沢の水を通すために埋設されて

いたヒューム管を交換するために掘削された溝（深さ 3.7

ｍ、長さ１４ｍ、底幅1.3ｍ、傾斜約75度）において、法

肩部分の地山が長さ約 2ｍに亘り崩壊（土量約 1.5立米）

し、内部にいた労働者が埋まり被災した。 

5 
秋

田 
10月 

鉄骨・鉄筋

コンクリー

ト造家屋建

築業 

（3-2-1） 

70歳代 

（30年～） 
墜落、転落 足場 

高等学校教室棟建築工事現場において、講堂内に組まれ

ていた内部棚足場の解体作業中、当該棚足場上で足場板を

外そうとして 2.65ｍ下のコンクリート床に墜落し被災し

た。 

6 
大

館 
11月 

木造家屋 

建築工事業 

（3-2-2） 

60歳代 

（40年～） 
墜落、転落 

屋根、はり、

もや、けた、

合掌 

木造住宅新築工事において、梁又は梁の上に敷いたコン

パネ（高さ6.65ｍ）上で屋根下地（垂木）の取付け作業中、

開口部（梁とコンパネの間）から２階床部分に敷いていた

コンパネに一旦墜落し、さらに１階のコンクリート土間に

墜落し被災した。 

7 
大

館 
11月 

機械器具設

置工事業 

（3-3-2） 

40歳代 

（10年～ 

20年） 

墜落、転落 クレーン 

クレーンヤード内の橋形クレーンの移設工事において、

橋形クレーンを移動式クレーン（つり上げ荷重 25t）によ

り３点吊りでつり上げて移動させるため、被災者は高所作

業車のバケットから橋形クレーンのガーダ部（幅50ｃｍ）

に乗り移り、ガーダ上を玉掛け位置まで移動した際に、高

さ6.75ｍ下の地面に墜落し被災した。 

8 
大

館 
12月 

その他の小

売業 

（8-2-9） 

50歳代 

（30年～） 
飛来、落下 

屋根、はり、

もや、けた、

合掌 

２階建て倉庫の１階の屋根上において、２階屋根の軒先

付近に張り出した雪をスコップで突き落とそうとしたと

ころ、雪止めが外れていた２階屋根上の雪が大きな塊とな

って落下し、落下した雪とともに１階屋根上から約２ｍ下

の雪面に滑落して、雪中に埋もれ被災した。 

 

-15-



Ⅳ　業務上疾病発生状況

1  平成26年　業種別・傷病分類別業務上疾病発生状況　

腰

痛

腰
痛
以
外
の
負
傷
に

起

因

す

る

疾

病

有

害

光

線

に

よ

る

疾
病

異
常
温
度
条
件
に
よ

る
疾
病

左
記
以
外
の
物
理
的

因

子

に

よ

る

疾

病

重

激

業

務

に
よ
る
も
の

負
傷
に
よ
ら
な
い
業

務
上
の
腰
痛

振

動

障

害

頸

肩

腕

症

候

群

等

左
記
以
外
の
作
業
態

様
に
起
因
す
る
疾
病

食 料 品 製 造 業 2 1 1 4

繊 維 ・ 繊 維 製 品 製 造 業 0

木材・木製品・家具装備品製造業 0

パルプ ・紙 、印刷 ・ 製本業 0

化 学 工 業 0

窯 業 ・ 土 石 製 品 製 造 業 0

鉄 鋼 ・ 非 鉄 金 属 製 造 業 0

金 属 製 品 製 造 業 0

一般・電気・輸送用機械製造業 3 3

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業 0

そ の 他 の 製 造 業 0

製 造 業 小 計 5 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7

鉱 業 0

建 設 業 1 2 1 4

運 輸 交 通 業 3 3

貨 物 取 扱 業 0

農 林 水 産 業 1 1 2

商 業 ・ 金 融 ・ 広 告 業 8 8

保 健 衛 生 業 17 1 18

接 客 ・ 娯 楽 業 1 1

清 掃 ・ と 畜 業 1 1

そ の 他 の 事 業 1 1 2

合 計 37 3 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 3 46

合

計

作業態様に起因する疾病
物理的因子によ
る 疾 病

そ
の
他
業
務
に
よ
る
こ
と
が
明

ら
か
な
疾
病

電
離
放
射
線
・
化
学
物
質
等
に

よ
る
が
ん

酸

素

欠

乏

症

化

学

物

質

に

よ

る

疾

病

（
が
ん
を
除
く

）

病

原

体

に

よ

る

疾

病

負傷に起
因 す る
疾 病

　　　　　　　　　　　　　傷病分類

　　＊　疾病分類は、労働基準法施行規則第３５条によるものを傷病性質コード順に整理したものである。(但し、じん肺症は除く）

　　＊　労働者死傷病報告（休業４日以上）により平成26年中に発生した疾病を集計したものである。

業種
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　1　 有所見率の推移（平成17年～平成26年）

　2　平成26年　健診項目別有所見率

Ⅴ　定期健康診断実施状況   
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単位：％

健診
実施
事業
場数

受診者
数

聴力
（1000
Hz）

聴力
（4000
Hz）

聴力
（その
他）

胸部
X線

喀痰
検査

血圧
貧血
検査

肝機
能
検査

血中
脂質
検査

血糖
検査

尿検
査
（糖）

尿検
査
(蛋
白)

心電
図

全項
目

製 造 業 303 32,832 3.2 8.9 0.6 3.7 0.0 29.2 11.8 26.7 48.0 17.8 4.2 5.0 16.8 66.0

建 設 業 37 2,770 4.9 19.5 0.0 4.8 0.0 36.3 7.4 36.1 50.1 22.3 6.1 8.2 18.1 78.2

運輸交通業 61 4,292 4.6 13.6 0.0 5.1 0.0 29.7 9.5 32.0 51.7 23.5 5.6 5.3 16.1 64.1

貨物取扱業 3 273 1.5 10.3 0.0 6.2 0.0 28.6 8.0 42.0 49.1 18.9 2.6 7.4 17.0 65.9

農 林 業 1 56 3.6 19.6 0.0 3.6 0.0 48.2 0.0 37.5 55.4 30.4 3.6 12.5 32.1 91.1

商 業 160 12,155 4.8 5.1 0.0 2.6 0.0 21.8 12.6 18.8 38.7 18.7 2.8 3.0 13.5 54.3

金融・広告業 15 2,522 2.3 5.2 0.4 6.8 0.0 21.6 10.3 18.2 41.2 16.1 1.9 7.7 18.3 64.7

通 信 業 7 1,296 1.8 4.0 0.3 2.1 0.0 11.6 4.9 17.1 31.2 7.8 2.5 4.7 13.7 50.7

教育研究業 16 1,778 5.9 6.0 0.0 3.5 0.0 24.4 11.6 29.7 50.4 20.1 4.5 2.7 16.6 62.9

保健衛生業 185 20,005 2.9 4.5 0.3 3.2 0.0 16.2 14.0 16.6 38.9 14.0 2.5 5.9 15.1 62.1

接客娯楽業 20 1,402 3.4 6.6 0.0 3.1 0.0 28.7 11.8 21.1 48.3 16.0 2.6 5.8 22.6 68.3

清掃・と畜業 22 1,701 6.1 14.2 0.0 6.4 0.0 25.5 11.3 25.4 53.7 15.1 3.7 7.1 20.2 73.3

そ の 他 53 5,343 4.2 5.6 0.0 3.6 0.0 22.8 14.0 21.7 40.2 14.6 3.5 7.8 14.8 67.2

合 計 883 86,425 3.5 7.6 0.3 3.6 0.0 24.4 12.2 22.9 43.8 17.0 3.6 5.3 16.0 63.7
※定期健康診断実施結果報告書を集計したものである。

  ４　平成26年　業種別・健診項目別有所見率
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Ⅵ　特殊健康診断実施状況

 

区　分

健診種別

有 機 溶 剤 等 533 5,413 676 12.5

鉛 66 1,290 91 7.1

特定化学物質 178 3,739 152 4.1

電 離 放 射 線 108 2,743 186 6.8

高 気 圧 3 23 0 0.0

石 綿 7 23 0 0.0

指 導 勧 奨 127 2,556 1,158 45.3

※特殊健康診断実施結果報告書を集計したものである。

１　平成26年　特殊健康診断実施状況

有所見率（％）実施事業場数 受診労働者数 有所見者数
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２ 平成26年 特殊健康診断別有所見率

単位：％
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